
「特定悪臭物質の測定の方法」（昭和 47 年５月環境庁告示第９号） 

の一部を改正する案について（概要） 

 

１．改正の趣旨 

 悪臭防止法施行規則第５条の特定悪臭物質の測定方法について定めた「特定悪臭物

質の測定の方法」（昭和 47 年５月環境庁告示第９号。以下、「告示」という。）に関し、

特定悪臭物質のうちアンモニアについて測定が可能な分析手法を新たに追加するた

め、以下のとおり改正を行うものである。 

 

２．主な改正内容 

アンモニアの測定方法（別表第１）のうち、敷地境界線における濃度の測定につい

て 、 日 本 工 業 規 格 Ｋ ０ ０ ９ ９ （ 日 本 工 業 標 準 化 調 査 会 ホ ー ム ペ ー ジ

（http://www.jisc.go.jp/index.html）にて閲覧が可能）に定める方法（イオンクロ

マトグラフ法）を新たに追加する。 

 

ただし、以下の点について留意すること。 

 ○ 試料の捕集において、10Ｌ/min の一定流量で通気することが望ましいが、ガラ

スろ過板の目詰まりその他のやむを得ない理由により、10Ｌ/min の一定流量で

通気することが困難であり、かつ、分析感度に十分余裕がある場合には、若干低

い流量で通気しても差し支えない。 

 

 ○ 試料の採取において、試料の水分が少なく、吸着の恐れがないと考えられる場

合には、試料採取用ポンプ（※１）及び試料採取袋（※２）を用いて、試料採取

用ポンプと試料採取袋をシリコンゴム管で接続して試料ガスを採取する操作に

より、いったん試料採取袋に試料ガスを採取しても差し支えない。この場合は、

試料採取袋に採取した試料ガスを、可及的速やかに、試料捕集装置（※３）を用

いて、10Ｌ/min で５分間大気を吸引し（※４）捕集溶液中に試料を捕集すること。 

※１ 10Ｌ/min 以上の大気を吸引する能力を有し、かつ、試料ガスの通過部

分が交換可能であるもの。 

※２ ポリふっ化ビニルフィルム製、ポリエステル（化合物名ポリエチレンテ

レフタラート）フィルム製又はこれらと同等以上の保存性能を有する樹脂

フィルム製で、内容積が 50Ｌ程度のもの。 

※３ 試料捕集装置は、告示別表第１の２の（１）に示すものであって、告示



別表第１の別図に掲げる構成のものとする。 

※４ 10Ｌ／min の一定流量で通気することが困難である場合には、低い流量

で通気しても差し支えないものとする。 

 

３．施行期日等 

改正後の告示は、平成 29 年６月下旬を目途に公布・施行する予定。 


